
　

鶴
田
町
の
総
人
口
を
み
る
と
、

２
０
１
５
年
（
国
勢
調
査
）
で
は

１
３
，
３
９
２
人
で
し
た
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
る
と
、
３０
年
後
の

２
０
４
５
年
に
は
７
，
９
３
８
人

と
推
計
さ
れ
、
２
０
１
５
年
に
比

べ
て
５
，
４
５
４
人
（
４０･

７
％
）

の
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
年
齢
３
区
分
別
の
人
口

を
み
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
は
総

人
口
に
比
例
し
て
減
少
し
、

２
０
１
５
年
～
２
０
４
５
年
の
間

に
４
，
０
６
２
人
（
５４･

２
％
）
の

減
少
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
少
人
口
の
減
少
割
合
も
大

き
く
、
同
期
間
で
８
９
７
人
（
５９･

５
％
）
の
減
少
、
老
年
人
口
は
増

加
し
続
け
る
も
の
の
２
０
３
０
年

に
は
減
少
に
転
じ
、
２
０
１
５
年

～
２
０
４
５
年
で
４
９
５
人
（
１１･

３
％
）
の
減
少
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

生
産
人
口
、
年
少
人
口
が
半
数

以
下
に
減
少
す
る
う
え
、
老
年
人

口
も
緩
や
か
な
が
ら
減
少
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
の
総
人
口

は
急
激
な
減
少
を
招
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

町
の
働
き
手
が
半
減
！？

町
の
課
題

　
一
般
的
に
人
口
減
少
の
要
因
は
、

「
自
然
減
少
」
と
「
社
会
減
少
」
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
近
年
、
当
町
の

転
出
入
の
差
は
小
さ
く
、
社
会
減

は
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
１
９
９
６

年
以
降
死
亡
数
が
出
生
数
を
大
き

く
上
回
り
、
そ
の
差
は
広
が
る
一

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
結
果
、
当

町
の
人
口
減
に
は
「
自
然
減
」
の

影
響
が
大
き
く
、
２
０
２
０
年
以

降
５
年
ご
と
に
８
０
０
～
１
０
０
０

人
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
９
９
７

年
の
１・５
９
以
降
下
降
し
続
け
て

お
り
、
２
０
１
２
年
に
は
１・
２
８

ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。
改
善
施

策
の
効
果
に
よ
り
自
然
動
態
が
好

転
し
て
も
、
そ
の
影
響
が
総
人
口

に
及
ぶ
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と

か
ら
、
出
生
率
の
上
昇
に
つ
な
が

る
施
策
の
早
期
取
組
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
対
策
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
死
亡
数
減
少
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
た
健
康
づ
く
り

の
取
組
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■鶴田町の今後の総人口と年齢３区分人口の推移
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人
口

年
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口
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齢
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口

一
人
の
女
性
が
一
生
に
生
む
子
ど

も
の
数

出
生
者
数
が
死
亡
者
数
を
下
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っ

て
い
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状
態

人
口
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流
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口
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用
語
解
説

※2010年までは「国勢調査」、2015年以降は国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計値

■合計特殊出生率の推移

（人） （％）

（年）

　
日
本
全
体
で
人
口
減
少
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、
鶴
田
町
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
第
二
期
「
鶴
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
「
鶴
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令
和

２
年
３
月
改
訂
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
二
期
「
鶴
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

鶴
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
令
和
２
年
３
月
改
訂
）
を
策
定
し
ま
し
た
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目指すべき将来の方向性

人口の将来展望

■目標人口推計
（人）

（年）

総人口　7,112人
2060年鶴田町人口ビジョン推計

高齢化率　39.4％総人口　5,433人
2060年国立社会保障・人口問題研究所推計

高齢化率　54.0％
高齢者１人を支える生産年齢者数：1.19人高齢者１人を支える生産年齢者数：0.73人

　国立社会保障・人口問題研究
所の将来推計人口では、当町の
総人口は2035年には１万人を
下回り、2060年には5,433人ま
で減少を続け、高齢化率は54％
と予測がされています。
　しかし、「目指すべき将来の方
向」に沿って政策を推進するこ
とにより、2060年の鶴田町総人
口を7,112人、高齢化率39.4％
を目指します。
　総人口は一貫して減少してい
き、超高齢化社会が進展します
が、2045年を境に高齢化率は
減少し始め、その後人口構成割
合はバランスを取り戻していき
ます。

○ 地域特性を生かした雇用の場をつくる
○ 町への新しい人の流れをつくる
○ 安全・安心で便利なまちをつくる

○ 若い世代が希望を持って
　 結婚・出産・子育てできる環境をつくる

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
当
町
が
目
指
す

将
来
の
方
向
と
し
て
、次
の
４
項
目
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①�

地
域
特
性
を
生
か
し
た
雇
用
の
場
を
つ
く
り
、
地
域
産

業
を
支
え
る
人
財
を
確
保
す
る

　
町
内
へ
の
定
住
や
県
外
・
町
外
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
生
活
基
盤
と
な
る
し
ご
と
づ
く
り
を

強
化
し
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
の
成
長
産

業
化
な
ど
、
魅
力
あ
る
し
ご
と
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
町
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る

　
県
外
・
町
外
の
人
財
を
当
町
に
環
流
さ
せ
る
た
め
、
移

住
を
推
進
す
る
ほ
か
、
当
町
に
在
住
す
る
若
者
が
定
着
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
体
制
の
強
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
お
よ
び
地
域
資
源
の
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
化
な
ど
、
計
画
的
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
基
づ
き
町

の
魅
力
を
発
信
し
、
町
内
外
に
「
鶴
田
フ
ァ
ン
」
を
増
や

し
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
で
便
利
な
ま
ち
を
つ
く
る

　
全
世
代
・
全
員
活
躍
型
の
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
福
祉
の
充
実
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
安
全
・
安
心
な
都
市
機
能

の
強
化
を
図
り
、
魅
力
的
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
・
疾
病
予
防
に
取
り
組
む
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

④�

若
い
世
代
が
希
望
を
持
っ
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
で

き
る
環
境
を
つ
く
る

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、若
い
世
代
が
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
を
安
心
し
て
実
現
で
き
る
環
境
を
整
え
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
も
町
に
住
み
た
い
と
思

え
る
よ
う
、
町
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
醸
成
し
、
次
代
を
担

う
人
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
４
つ
の
柱
を
「
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性
」
と

し
て
、
自
然
減
の
抑
制
や
出
生
率
の
向
上
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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